
課
」、

す
な
わ
ち
、

ご
く
わ
ず
か
な
部
分
の

み
に

す
ぎ
な
い

事
。

も
っ

と
も
、

こ

の

主
船
寮
の

意
見
書
が
は
た
し
て

海
軍
省
の

幹
部
会
議
で

採
り
あ
げ
ら
れ
、

卿
の

決
裁
を
と
る

と
こ

ろ
ま
で
い

っ

た
の

か
ど
う

か
、

決
裁
は
ど
う
な
っ

た
か
、

な
ど
に
つ

い

て

は
明
ら
か
で

な
い
。

た
だ
、

こ

こ

で

は
主
船
寮
が
ウ
ェ

ル

ニ

ー
と
そ
の

部
下
を
排
除
し
て
、

造
船
所

の

管
理
権
限
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
強
い

意
志
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
だ
け
は
確
実
で

あ
る
。

海
軍
主
船
寮
の

真
意
は
、

造
船
所
の

管
理
権
の

全
面
的
掌
握
に

あ
っ

た
と
見
る
べ

き
で

あ
ろ
う
。

技
術
上
す
で
に

自
信
を
つ

け
た
と
い

う
点
は
あ

る
程
度
事
実
と
し
て

も
、

そ
の
こ

ろ
ま
で
に

建
造
し
た
船
と
い

え
ば
、

御
召
船
「
蒼
龍
丸
」
の

ほ
か
、

「
利
根
川
丸
」・
「
凾
容
丸
」（
第
一

・

第
二

）

な
ど
の

運
送
船
や
横
浜
―
横
須
賀
間
の

往
来
、

引
き
船
な
ど
の

小
型
汽
船
ば
か

り
で

あ
っ

て
、

海
軍
当
局
が
望
む
「
軍
艦
」
建
造
の

段
階
に

は
入
っ

て

は
い

な
か
っ

た
。

主
船
寮
の

意
見
書
に

言
う
「
自
信
」
な
る
も
の

は
、

こ

の

よ
う
な
段
階
の

「
自
信
」
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。

海
軍
当
局
は
、

こ

の

意
見
書
が
で

た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の

翌
月
、

ウ
ェ

ル
ニ

ー
に

対
し
て

「
軍
艦
」
の

建
造
を
要
求
し
て
い

る
。

横
須
賀
造
船
所

建
艦
第
一

号

主
船
頭
が
求
め
た
新
造
艦
は
排
水
量
二
、

六
〇
〇
ト
ン

で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

ウ
ェ

ル
ニ

ー
は
艦
材
不
足
の

た
め
、

排
水
量
八

〇
〇
ト
ン

に

縮
少
し
て

建
造
に

着
手
し
た
。

八
〇
〇
ト
ン

級
と
い

え
ば
、

造
船
所
が
こ

れ
ま
で

建
造
し
た
船
の

う
ち
も
っ

と
も

大
き
い

凾
容
丸
四
五
〇
ト
ン

の

二
倍
の

大
き
さ
で

あ
り
、

そ
れ
は
い

う
ま
で

も
な
く
製
図
か
ら
始
ま
る
わ
け
だ
が
、

そ
の

起
工
の

日
付
は
明
ら
か
で

な
い
。

横
須
賀
造
船
所
建
艦
第
一

号
の

新
艦
は
「
清
輝
」
と
命
名
さ
れ
た
。

つ

づ
い

て

同
年
九
月
に

は
第
二

艦
の

「
迅
鯨
」
も
着
工
さ
れ
る
。

そ
れ

か
ら
お
よ
そ
二

年
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
三
月
五
日
、

「
清
輝
」
の

進
水
式
が
天
皇
を
迎
え
て

盛
大
に
お
こ

な
わ
れ
た
。

臨
席
参
会
者
三
千
と
も

い

わ
れ
て

い

る
か
ら
、

造
船
所
創
設
い

ら
い

の

に

ぎ
わ
い

で

あ
っ

た
こ

と
と
想
像
さ
れ
る
。

進
水
式
当
日
、

天
皇
は
有
栖
川
・

東
伏
見
・

伏
見
三
親
王
・

三
条
太
政
大
臣
・

岩
倉
右
大
臣
・

大
久
保
・

寺
島
両
参
議
な
ど
の

ほ
か
、

海
軍
将
校

ら
の

供
奉
員
を
従
え
て
、

横
浜
か
ら
龍
驤
・

東
・

雲
揚
の

三
艦
と
運
送
船
大
坂
丸
に

分
乗
、

午
後
横
須
賀
港
に

到
着
し
、

最
初
の

盛
大
な
進
水
式
が
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お
こ

な
わ
れ
た
。

造
船
所
雇
い
フ

ラ

ン

ス

人
の

解
雇

し
か
し
、

そ
の

年
の

十
二

月
、

海
軍
省
は
ウ
ェ

ル

ニ

ー
・

チ
ボ
ジ
ー
・

サ
バ

チ
ェ

ら
幹
部
三
名
の

解
雇
を
フ

ラ
ン

ス

側
に

申
し
入
れ
た
の

で

あ
る
。

寺
島
外
務
卿
か
ら
フ

ラ
ン

ス

公
使
ド
・

サ

ン

カ
タ
ン

に

伝
え
ら
れ
た
解
雇
の

条
件
は
つ

ぎ

の

と
お
り
で

あ
る
。

㈠
、

ウ
ェ

ル
ニ

ー
は
本
年
中
に

横
須
賀
造
船
所
首
長
の

任
を
解
き
、

そ
の

事
務
を
日
本
官

員
に

引
き
継
ぐ
こ

と
。

解
雇
の

際
、

三
か
月
分
の

俸
給
を
支
給
す
る
こ

と
。

㈡
チ
ボ
ジ
ー
は

当
時
賜
暇
帰
国
中
で

留
守
で

あ
っ

た
が
、

帰
任
予
定
の

三
月
以
降
、

造
船
所
顧
問
と
し
て

十

か
月
か
ら
一

か

年
間
雇
い

継
ぐ
こ

と
。

そ
の

帰
任
ま
で

の

間
、

ウ
ェ

ル
ニ

ー
が
代
わ
っ

て

顧

問
を
引
き
受
け
る
こ

と
は
日
本
政
府
と
し
て

は
好
都
合
で

は
あ
る
が
、

諾
否
は
ウ
ェ

ル

ニ

ー

の

自
由
と
す
る
こ

と
。

㈢
サ
バ

チ
ェ

・

モ

リ
ス
・

ウ
ェ

ル
ニ

ー
も
、

ウ
ェ

ル

ニ

ー

同
様
の

条

件
で

本
年
中
に

解
雇
す
る
こ

と
。

横須賀造船所建造艦第1号「清輝」
（イラストレイテッド・ロンドンニュースから）　神奈川県立博物館蔵

こ

う
し
て
、

ウ
ェ

ル
ニ

ー
ら
四
人
の

解
雇
は
き
ま
る
。

同
年
十
二
月
二

十
九
日
、

ま
ず
、

モ

リ
ス
・

ウ
ェ

ル

ニ

ー

担
当
の

外
国
注
文
品
取
り
扱
い

事
務
を
主
船
大
師
細
谷
安
太
郎
に

引
き
継
が
せ
、

翌
三
十
日
、

ウ
ェ

ル

ニ

ー
と
サ
バ

チ
ェ

は

天
皇
に

謁
見
し
て

そ
れ
ぞ
れ
勅
語
を
賜
わ
り
、

奉
答
す
る
。

三
十
一

日
、

ウ
ェ

ル

ニ

ー

ら
は
解
雇
命
令
に

同
意
す
る
。

年
が
あ
ら
た
ま
っ

た
一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
一

月
十
六
日
、

川
村
海
軍
大
輔
は
延
遼
館
に
ウ
ェ

ル

ニ

ー
・

サ
バ

チ
ェ

両
夫
妻
を
招
い

て

離
別
の
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宴
を
ひ
ら
い

た
。

当
日
、

三
条
太
政
大
臣
も
出
席
、

造
船
所
の

四
人
の
フ

ラ
ン

ス

人
も
列
席
し
た
。

席
上
、

川
村
は
勲
章
の

贈
呈
は
後
日
に

な
る
こ

と
を
告
げ
、

ま
た
宮
内
省
か
ら
は
書
棚
・

花
瓶
・

琥
珀
織
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

二
日
後
の

十
八
日
、

サ
バ

チ
ェ

は
家
族
と
と
も
に

横
浜
か
ら
帰
国
す
る
。

同
月
上
旬
、

海
軍
少
将
兼
大
丞
赤
松
則
良
が
病
気
中
の

肥
田
浜
五
郎
に

代
わ
っ

て

主
船
頭
と
造
船
所
長
官
を
兼
ね
、

ま
た
、

遠
藤
主
船
助
が
ウ
ェ

ル

ニ

ー
担
当
の

事
務
引
き
継
ぎ
を
お
こ

な
っ

た
。

こ

う
し
て

三
月
十
三

日
、

ウ
ェ

ル
ニ

ー
は
フ

ラ
ン

ス

郵
船
タ
ナ
イ
ス

号
で

横
浜
を
去
っ

た
の

で

あ
る
。

一

方
、

チ
ボ
ジ
ー
は
日
本
か
ら
の

電
報
で

身
分
の

変
化
を
母
国
で

知
っ

た
は
ず
で

あ
る
が
、

四
月
に

入
っ

て

帰
任
し
、

造
船
所
顧
問
と
し
て
の

新

規
の

契
約
を
お
こ

な
い
、

翌
一

八
七
七
（
明
治
十

）
年
三
月
末
ま
で
一

か

年
間
在
職
し
た
。

ま
た
、

こ

れ
に
つ

づ
い

て

他
の

フ

ラ
ン

ス

人
た
ち
も
順

次
満
期
を
迎
え
て

退
職
し
、

チ
ボ
ジ
ー
が
帰
国
し
た
四
月
末
に

は
、

十
六
人
に

減
少
し
た
。

こ

の
一

年
間
に
、

造
船
所
は
「
清
輝
」
が
竣
工
し
、

「
迅
鯨
」
と
「
天
城
」
の
二

隻
の

進
水
、

「
磐
城
」
の

起
工
が
あ
る
。

チ
ボ
ジ
ー
帰
国
後
も
満
期
退
職
者
が
つ

づ
き
、

一

年
後
の
一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
五
月
末
に

は
、

一

名
を
残
し
て

全
員
が
退
職
し
た
。

彼
ら

の

中
に

は
一

八
六
五
（
慶
応
二

）
年
い

ら
い

引
き
続
き
在
職
し
た
者
が
一

名
い

た
。

そ
れ
は
機
械
方
頭
目
の
マ

ン

ジ
ュ

で

あ
る
。

造
船
所
は
そ
の

功

労
に

報
い

る
た
め
、

特
に
三
百
円
の

慰
労
金
を
贈
っ

て

い

る
。

さ
て
、

最
後
の
一

人
と
な
っ

た
の

は
建
築
長
ジ
ュ

エ

ッ

ト

で
、

同
僚
が
つ

ぎ
つ

ぎ
と
退
職
す
る
中
で
、

彼
だ
け
は
一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
五

月
一

日
の

二
度
目
の

満
期
を
迎
え
た
と
き
、

特
に

請
わ
れ
て

向
こ

う
一

年
間
、

月
給
三
百
円
の

雇
い

継
ぎ
契
約
を
結
ん
だ
の

で

あ
る
。

造
船
所
が
彼

の

残
留
を
要
請
し
た
の

は
、

当
時
彼
の

指
導
に

よ
っ

て

第
二
船
渠
の

建
設
が
進
行
中
で

あ
っ

た
た
め
で

あ
る
。

し
か
し
、

こ

の
一

年
間
で

は
終
了
の

見
込
み
が
た
た
な
か

っ

た

た
め
、

さ
ら
に
一

年
間
雇
い

継
ぎ
と
な
り
、

月
給
三
百
三
十
円
に

改
め
ら
れ
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
五
月
を
も
っ

て

満
期
帰
国
し
た
。

榎
本
海
軍
卿
は
特
に

感
謝
状
と
と
も
に

銅
花
瓶
一

対
、

蒔
絵
手
箱
一

個
、

銅
香
爐
一

個
、

大
日
本
樹
木
誌
略
二
部
を
贈
っ

て

功
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績
に

報
い

た
。

彼
の

退
職
に

よ
っ

て

造
船
所
雇
い

フ

ラ
ン

ス

人
は
す
べ

て

姿
を
消

し
た
の

で

あ
る
。

鋼
鉄
艦
建
造
に
転
換

横
須
賀
造
船
所
は
、

海
軍
省
主
船
寮
の

管
轄
下
に

入
っ

た
の

で

あ
っ

た
か
ら
、

当
然
な
が
ら
、

第
一

号
艦
「
清

輝
」
以
後
の

建
造
船
は
、

ほ
と
ん
ど
が
軍
艦
と
な
っ

た
。

民
間
用
の

小
型
汽
船
の

建
造
は
ご
く
わ
ず
か
で

あ
る
。

日
清
戦
争
開
戦
直
前
の
一

八
九
四
（
明
治
二
十
七

）
年
六
月
ま
で

に

建
造
し
た

軍
艦
は
、

第
五
十
六
表
に

示
す
と
お
り
、

全
部
で

十
三
隻
に

な
る
。

こ

れ
ら
の

各

艦
に
つ

い

て
の

建
造
計
画
な
り
、

内
外
の

環
境
な
り
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
を
も

っ

て
い

る
は
ず
で

あ
る
が
、

い

ま
そ
れ
ら
を
具
体
的
に

知
る
こ

と
は
困
難
で

あ
る
。

し
か
し
、

十
三
隻
建
艦
の

わ
ず
か

十
九
年
の

時
の

流
れ
の

間
に

も
、

き
わ
め
て

特
徴

の

あ
る
現
象
を
見
い

だ
す
こ

と
が
で

き
る
。

そ
の

主
な
も
の

を
拾
っ

て

み
よ
う
。

第56表　横須賀造船所建造艦一覧（1874～1894）

注　排水量は概数，『横須賀海軍船廠史』『海軍軍備沿革』『近世帝国海軍史要』による　ト
ン数と日付は各書で相異する部分があるが，便宜作成した

第
一

は
、

こ

の

時
期
に

建
造
さ
れ
た
軍
艦
は
、

木
造
艦
か
ら
鋼
鉄
艦
に

移
っ

た

こ

と
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
六
表
で
い

え
ば
、

「
清
輝
」
か
ら
「
天

龍
」
ま
で
の

六
隻
が
純
木
造
艦
で
、

一

八
八
七
（
明
治
二

十
）
年
竣
工
の

「
葛
城
」

が
小
野
浜
で

で

き
た
同
型
の

「
大
和
」
と
と
も
に
、

は
じ
め
め
て

龍
骨
に

鉄
製
の

も
の

を
使
用
し
、

翌
年
の

「
武
蔵
（
二
代
）」
以
降
、

全
鋼
鉄
艦
と
な
っ

た
の
で

あ
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る
。

い

い

か
え
る
と
、

木
造
艦
は
一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
ま
で

と
い

う
こ

と
が
で

き
る
。

排
水
量
は
、

「
清
輝
」
・

「
天
城
」
・

「
磐
城
」
の

三
艦
が

千
ト
ン

未
満
、

「
迅
鯨
」
・

「
海
門
」「
天
龍
」
が
千
数
百
ト
ン

に

達
し
て
い

る
。

「
清
輝
」
は
一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
六
月
竣
工
、

「
迅
鯨
」
も
同
年
九
月
進
水
、

「
天
城
」
は
一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
三
月
進
水
、

「
磐
城
」
は

同
年
二

月
起
工
で

あ
る
。

一

八
七
六
、

七
七
年
の

二

年
間
と
い

え
ば
、

ウ
ェ

ル
ニ

ー
ら
の
フ

ラ
ン

ス

人
技
術
者
の

ほ
と
ん
ど
が
退
職
し
て
い

っ

た
時

期
で

あ
る
か
ら
、

こ

れ
ら
の

四
艦
は
、

何
ら
か
の

形
で

彼
ら
フ

ラ
ン

ス

人
が
手
が
け
た
も
の

で

あ
る
と
見
て

よ
い

で

あ
ろ
う
。

一

八
七
七
（
明
治
十
）

年
九
月
に

起
工
さ
れ
た
「
海
門
」
に
つ

い

て

も
同
様
な
こ

と
が
い

え
る
の
で

は
な
い

だ
ろ
う
か
。

と
こ

ろ
で
、

「
清
輝
」
・

「
天
城
」
の

二

艦
の

建
造
期
間
は
お
よ
そ
二
年
半
か
か
っ

て
い

る
が
、

「
磐
城
」
は
、

進
水
ま
で

は
こ

の

両
艦
と
同
じ
で

あ

る
け
れ
ど
も
、

竣
工
ま
で

の

期
間
が
八
か

月
延
び
て

三
年
四
か

月
と
な
り
、

「
迅
鯨
」「
海
門
」「
天
竜
」
の

三
艦
は
、

実
に
六
年
か
ら
七
年
と
い

う

長
期
と
な
っ

て
い

る
点
に

驚
か
さ
れ
る
。

こ

れ
ら
の

三
艦
は
、

い

ず
れ
も
千
数
百
ト
ン

と
い

う
、

こ

れ
ま
で

に

な
い

大
艦
で

あ
る
こ

と
が
原
因
で

あ

る
の

か
。

「
迅
鯨
」
は
御
召
艦
と
し
て

建
造
さ
れ
た
も
の

で
、

推
進
機
は
す
で

に

古
典
的
に

な
っ

た
外
側
車
、

全
長
七
十
㍍
の

優
雅
な
姿
を
も
つ

特

殊
艦
で

あ
る
。

進
水
ま
で

約
三
年
か
か

り
、

竣
工
ま
で

さ
ら
に

約
四
年
を
要
し
た
。

御
召
艦
で

あ
る
か
ら
、

特
別
な
工
作
も
あ
っ

て

長
期
間
を
必
要

と
し
た
の

か

も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
一

月
に

お
こ

な
わ
れ
た
試
運
転
の

際
、

機
関
の

ク
ラ
ン

ク
シ

ャ

フ

ト

の

破
損
事

故
を
お
こ

し
、

機
関
の

大
修
理
を
お
こ

な
っ

た
。

も
し
こ

れ
が

な
か
っ

た
ら
一

年
ほ
ど
早
く
竣
工
し
た
こ

と
で

あ
ろ
う
。

「
海
門
」
と
「
天
龍
」
の

二

艦
は
、

「
迅
鯨
」
と
ち
が
っ

て

通
常
の

軍
艦
で

あ
る
。

進
水
ま
で

「
海
門
」
は
四
年
六
か
月
、

「
天
龍
」は
五
年
六
か

月
も
か
か
っ

て
い

る
。

こ

の

よ
う
な
長
期
に

な
っ

た
の

は
、

単
に

千
数
百
ト
ン

と
い

う
当
時
の

技
術
に

は
手
に

余
る
大
艦
で

あ
っ

た
た
め

だ
っ

た
の

か
、

大
艦
の

た
め
に

資
材
の

準
備
が
追
い

つ

か
な
か
っ

た
た
め
な
の

か
、

輸
入
器
機
等
が
遅
れ
た
た
め
な
の

か
、

あ
る
い

は
政
府
財
政
の

都
合
に
よ

っ

た
の

か
、

と
も
あ
れ
そ
の

理
由
は
明
ら
か
で

な
い
。

つ

ぎ
の

鉄
製
龍
骨
を
使
用
し
た
「
葛
城
」
が
竣
工
ま
で

約
四
年
十
か
月
、

「
武
蔵
（
二

代
）
」
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「
愛
宕
」「
高
尾
」「
八
重
山

」
の

諸
艦
が
ほ
ぼ
三
年
間
で

竣
工
し
て
い

る
の

と
く
ら
べ

て
、

き
わ
め
て

対
照
的
で

あ
る
。

外
国
製
軍
艦
購

入
と
技
術
導
入

造
船
所
建
造
第
一

号
艦
「
清
輝
」
が
進
水
し
た
同
じ
一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
、

海
軍
省
は
イ
ギ
リ
ス

造
船
会
社
に

対
し
て

軍

艦
三
隻
を
注
文
し
た
。

こ

れ
が
一

八
七
八（
明
治
十
一

）年
に

竣
工
し
、

回
航
さ
れ
た
「
扶
桑

」（
三
、

七
二
〇
ト
ン

）、「
金
剛

」「
比

叡
」（
共
に
二
、

二
五
〇
ト
ン

）
で
、

維
新
後
最
初
に

購
入
し
た
新
式
「
堅
艦

」
で

あ
っ

た
。

「
扶
桑
」
は
実
力
馬
力
三
千
五
百
、

速
力
十
三
ノ

ッ

ト
の

甲
鉄
艦
、

二

十
四
イ
ン

チ
砲
四
門
を
備
え
、

船
体
は
二

重
底
の

当
時
の

新
鋭
艦
で

あ
り
、

「
金
剛

」「
比
叡
」
は
、

実
力
馬
力
二
千
五
百
、

速
力
十
三

ノ

ッ

ト
半
、

鉄
骨
鉄
帯
コ

ル
ベ

ッ

ト
、

十
七
イ
ン

チ
砲
三
門
を
そ
れ
ぞ
れ
備
え
て
い

た
。

横
須
賀
造
船
所
が
建
造
し
て
い

た
帆
走
気
走
併
用
の

木
造

軍
艦
と
く
ら
べ

れ
ば
、

そ
こ

に

新
旧
時
代
の

落
差
は
歴
然
た
る
も
の

が
あ
る
。

こ

の

イ
ギ
リ
ス

製
軍
艦
の

購
入
は
、

イ
ギ
リ
ス

海
軍
の

技
術
水
準
を

知
る
海
軍
当
局
が
と
っ

た
緊
急
措
置
で

あ
っ

た
と
い

っ

て

よ
い
。

海
軍
当
局
は
、

造
船
所
の

建
造
を
待
つ

余
裕
も
な
か
っ

た
。

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
十
二

月
、

川
村
海
軍
卿
は
つ

ぎ
の

よ
う
に

言
っ

て
い

る
。

「
現
有
海
軍
艦
船
ハ

軍
艦
名
ヲ

帯
フ

ル

モ

ノ

二

十
隻
、

蒼
龍
丸
、

石
川
丸
ノ

如
キ
船
名
ヲ

帯
フ

ル

モ

ノ

三
、

四
隻
ニ

過
キ
ス
、

其
中
、

真
ニ

軍
艦

タ
ル

ノ

用
ニ

適
ス

ル

モ

ノ

甚
タ

少
シ

」
（『
海
軍
軍
備
沿
革
』（
復
刻
版
））。

「
扶
桑
」「
金
剛
」「
比
叡
」
の

三
隻
が
造
船
・

兵
器
・

機
関
の

分
野
に

与
え
た
刺
激
は
大
き
か
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

第
二
の

外
国
軍
艦
購
入
は
、

イ
ギ
リ
ス

か
ら
購
入
し
た
四
隻
の

水
雷
艇
で

あ
る
。

こ

れ
は
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
六
月
、

艦
材
と

と

も
に
二

人
の

イ
ギ
リ
ス

人
職
工
を
迎
え
て
、

海
軍
省
雇
い

イ
ギ
リ
ス

人
エ

ル

ガ
ー
の

指
揮
で

組
み
立
て

ら
れ
、

十
一

月
に

進
水
、

「
第
一

水
雷
艇
」
と
命
名
、

翌
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
五
月
、

組
み
立
て

を
完
了
し
た
。

他
の

三
隻
は
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
中
に

完
成
し
た
。

そ
の

後
、

購
入
さ
れ
た
水
雷
艇
は
一

八
九
四
（
明
治
二

十
七

）
年
ま
で
に

九
隻
、

呉
で

建
造
さ
れ
た
も
の

十
一

隻
が
あ
る
。

第
三
に
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
に

イ
ギ
リ
ス

か
ら
「
筑
紫

」（
一

、

三
五
〇
ト
ン

）
が
購
入
さ
れ
、

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
に

は
イ
ギ
リ
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ス

か
ら
二

隻
、

フ

ラ
ン

ス

か
ら
一

隻
を
購
入
し
て
い

る
。

「
浪
速
」
・

「
高
千
穂
」（
共
に
三
、

六
五
〇
ト
ン

）
と
「
畝
傍
」（
三
、

六
二

〇
ト
ン

）
で

あ
る
。

こ

の

う
ち
「
畝
傍
」
は
フ

ラ
ン

ス

か
ら
回
航
の

途
次
、

シ

ン

ガ

ポ
ー

ル

出
港
後
、

行
方
不
明
と
な
り
、

一

八
八
七
（
明
治
二

十
）
年
十
月
、

亡
没
と

認
定
さ
れ
た
。

あ
た
か

も
こ

の

こ

ろ
、

造
船
所
は
ウ
ェ

ル

ニ

ー
い

ら
い

の

木
造
艦
の

製
造
を
廃
止
し
、

鋼
鉄
艦
の

製
造
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

そ
れ
は
い

う
ま
で

も
な
く
、

外
国
製
軍
艦
と
同
じ
く
堅
牢
な
軍
艦
を
求
め
た
た
め
で

は
あ
る
が
、

こ

の

切
り
換
え
の

直
接
の

要
因
は
、

艦
材
用
木
材
の

非
能
率

を
自
覚
し
た
こ

と
に

も
あ
っ

た
。

つ

ぎ
に
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
三
月
中
の

『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
の

記
事
を
掲
げ
て

み
る
。

「
艦
材
用
木
材
ハ

伐
採
ノ

期
ヨ

リ
少
ク

ト
モ

七
ケ

年
ヲ

経
タ
ル

良
材
ヲ

使
用
セ

サ
レ

ハ

腐
朽
ノ

害
ヲ

免
レ

サ

ル

ヲ

以
テ
肋
材
ノ

如
キ
殊
ニ

注
意
ヲ

要
ス

ヘ

キ
モ

ノ

ナ

ル

カ
従
来
本
所
ニ

於
テ
ハ

伐
採
後
漸
ク

三
年
或
ハ

四
年
ヲ

経
過
ス

ル

ニ

過
キ
サ
ル

モ

ノ

ヲ

使
用
ス

ル

現
状
ナ
ル

ヲ

以
テ
製
造
後
四
五
年
ニ

シ

テ
腐
朽
ノ

箇
所
ヲ

生
ス

ル

ヲ

免
レ

ス

斯
ク
テ
ハ

向
来
艦
船
ノ

修
復
ニ

莫
大
ノ

費
額
ヲ

要
ス

ル

ニ

至
ル

ノ

ミ

ナ
ラ
ス

従
テ
製
造
モ

亦
延
滞
ス

ヘ

キ
ニ

依
リ
艦
材
ノ

充
分
乾
燥
ス

ル

ヲ

俟
ツ

為
メ

本
所
ハ

爾
今
三
四
年
ノ

間
木
骨
艦
製
造
ヲ

中
止
シ

鉄
骨
艦
ヲ

製
造
ス

ル

コ

ト
ト
シ

先
ツ

計
画
中
ニ

係
ル

四
十
馬
力
船
ヨ

リ
鉄
骨
ニ

テ
製
造
ス

ル

コ

ト
ト
シ

度
キ
旨
去

月
十
七
日
本
省
ニ

上
申
シ

本
日
ニ

至
リ
認
許
ヲ

得
タ
リ
」

だ
が
、

そ
の

後
の

本
格
的
な
鋼
鉄
艦
建
造
へ

の

道
は
容
易
で

な
か
っ

た
こ

と

を
示
し
て

い

る
。

す
な
わ
ち
、

ま
ず
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年

五
月
、

造
船
所
は
在
欧
佐
雙
少
匠
司
・

若
山
御
用
掛
に

対
し
、

長
さ
九
十
㍍
以
下
の

鉄
鋼
艦
二

隻
を
常
時
船
台
へ

据
え
置
く
状
態
に

必
要
な
機
械
・

図
面
等
の

取
調
べ

を
命
ず
る
よ
う
赤
松
主
船
局
長
に

依
頼
し
た
。

同
年
六
月
、

海
軍
省
は
鉄
鋼
艦
建
造
の

た
め
に

英
国
ペ

ン

ブ
ロ

ー
ク

造
船
所
技
師

二

名
の

雇
い

入
れ
を
お
こ

な
っ

た
。

そ
の

二

人
は
ヘ

ン

リ
ー
＝

ル

ウ
ィ

ス

と
ニ

コ

ラ
ズ
＝

ダ
ビ
ッ

ド
で
、

横
須
賀
造
船
所
で

三
か

年
鋼
鉄
艦
建
造
に

従
事
す
る
契
約
を
駐
英
公
使
森
有
礼
と
結
ん
だ
。

こ

の

イ
ギ
リ
ス

人
二

名
の

雇
用
は
、

あ
た
か

も
同
造
船
所
に

発
注
し
た
「
筑
紫
」
が
完
工

す
る
の

で
、

日
な
ら
ず
日
本
へ

回
航
さ
れ
る
同
艦
搭
乗
の

機
を
と
ら
え
て

渡
日
す
る
予
定
で

契
約
さ
れ
た
も
の

で

あ
る
。

彼
ら
は
三
か

年
の

満
期
を
迎
え
た
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後
も
日
本
側
か
ら
特
に

請
わ
れ
て
、

一

か
年
延
長
の

雇
い

継
ぎ
を
三
た
び
重
ね
、

一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
九
月
解
雇
帰
国
し
た
。

そ
の

在
職
満

六
か

年
は
、

造
船
所
に

と
っ

て

は
鋼
鉄
艦
建
造
技
術
の

習
得
期
間
で

あ
っ

た
。

そ
の

成
果
は
、

造
船
所
初
の

鋼
鉄
艦
群
「
愛
宕
」
）六
一

〇
ト
ン

）
・

「
高
尾
」（
一

、

七
七
〇
ト

ン
）
、

「
八
重
山
」（
一

、

六
一

〇
ト
ン

）
の

三
隻
と
な
っ

て

あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

鋼
鉄
艦
用
の

鉄
鋼
技
術
の

伝
習
と
併
行
し
て
、

鋼
鉄
新
艦
建
造
の

た
め
に
フ

ラ
ン

ス

の

有
名
な
造
船
家
ベ

ル

タ
ン

（B
ertin

, 
L
o
u
is E

m
ile

）
を
招

い

て
い

る
。

彼
は
一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
二

月
来
日
、

海
軍
省
顧
問
・

勅
任
待
遇
で

三
年
間
、

延
長
一

年
、

計
四
年
間
在
任
し
た
が
、

こ

の

間
、

「
八
重
山

」
の

機
関
を
イ
ギ
リ
ス

に

発
注
す
る
よ
う
勧
告
し
た
ほ
か
、

一

八
八
八
（
明
治
二

十
一

）
年
一

月
に

フ

ラ

ン

ス

本
国
か
ら
二
人
の

製
図
家

（
ゲ

ー

ト
ン
・

モ

デ
ス

ト

）
を
呼
び
寄
せ
て

協
力
さ
せ
、

「
千
代
田

」
お
よ
び
「
松
島
」「
厳
島
」「
橋
立

」
の

い

わ
ゆ
る
三
景
艦
の

設
計
を
お
こ

な
っ

た

こ

と
で

知
ら
れ
て
い

る
。

ま
も
な
く
訪
れ
た
日
清
戦
争
で

は
、

こ

れ
ら
外
国
製
軍
艦
が
主
力
と
な
っ

て

活
躍
し
た
。

戦
後
に

な
る
と
、

軍
艦
建
造
の

国
際
水
準
が
飛
躍
的
に

高
ま
り
、

一

万
ト
ン
、

一

万
五
千
ト
ン

級
の

軍
艦
が
出
現
し
、

海
軍
造
船
廠
は
ふ
た
た
び
こ

の

水
準
を
め
が
け
て

能
力
向
上

に

挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。

し
か
し
、

日
露
戦
争
に
お
い

て

も
、

主
力
艦
は
外
国
製
軍
艦
に

依
存
し
た
の

で

あ
る
。

第
二

節
　
県
行
政
と
渉
外
問
題

一

　
外
国
人
居
留
地
の

造
成

横
浜
在
留
外

国
人
の
増
加

幕
末
開
港
以
来
、

横
浜
に

は
来
住
す
る
外
国
人
が
年
々

増
加
し
、

特
に

維
新
後
に

な
る
と
そ
の

人
口
は
急
速
に
ふ
く
れ
上
が
っ

て

い

っ

た
。

厳
密
な
人
口
調
査
は
お
こ

な
わ
れ
て

い

な
い

の
で
、

信
頼
で

き
る
人
数
は
期
待
で

き
な
い

が
、

明
治
十
年
代
に
は
横
浜
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在
留
外
国
人
は
三
千
人
を
超
え
、

明
治
二

十
年
代
に

な
る
と
四
千
人
か
ら
五
千
人
に

迫
る
勢
い

を
見
せ
て
い

る
。

こ

の

人
数
は
他
の

開
港
場
在
留
外

国
人
人
口

総
計
の

半
数
を
超
え
る
も
の

で
、

い

か
に

外
国
人
が
横
浜
に

集
中
し
て
い

た
か
が
わ
か
る
。

横
浜
在
留
外
国
人
を
国
別
に

み
る
と
、

も
っ

と
も
多
い

の

は
在
留
外
国
人
の

半
数
以
上
を
数
え
る
清
国
人
で

あ
り
、

そ
の

他
で

は
イ
ギ
リ
ス

人
を

筆
頭
と
し
、

ア
メ

リ
カ
・

ド
イ
ツ
・

フ

ラ
ン

ス

以
下
の

諸
国
人
が
つ

づ

い

て

い

る
。

例
え
ば
一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
を
と
る
と
、

在
留
者
約
三

千
八
百
人
の

内
、

清
国
人
約
二

千
五
百
人
、

イ
ギ
リ
ス

人
約
六
百
人
、

ア
メ

リ
カ
人
約
二

百
三
十
人
、

ド
イ
ツ

人
約
百
六
十
人
、

フ

ラ
ン

ス

人
約

百
十
人
で

あ
り
、

以
下
ス

イ
ス

人
約
三
十
人
な
ど
が
つ

づ
い

て
い

る
。

ま
た
、

一

八
九
三
（
明
治
二

十
六

）
年
を
例
に

と
る

と
、

在
留
者
総
計
約
五

千
人
の

内
、

清
国
人
約
三
千
三
百
人
、

イ
ギ
リ
ス

人
約
八
百
人
、

ア
メ

リ
カ
人
約
二
百
五
十
人
、

ド
イ
ツ

人
約
百
五
十
人
、

フ

ラ
ン

ス

人
約
百
三
十

人
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

ア
メ

リ
カ
人
の

人
口

は
、

常
に
イ
ギ
リ
ス

人
の

半
数
以
下
、

ア
メ

リ
カ
・

ド
イ
ツ
・

フ

ラ
ン

ス

三
国
人
合
計
で

も
、

イ
ギ

リ
ス

人
の

約
七
割
程
度
に

す
ぎ
ず
、

こ

の

よ
う
な
傾
向
は
各
年
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。

こ

れ
ら
数
千
人
に
の

ぼ
る
外
国
人
が
、

中
央
大
通
り
の

東
側
の

地
と
山
手
と
に

設
け
ら
れ
た
い

わ
ゆ
る
「
外
国
人
居
留
地
」
に

居
住
し
て
い

た
。

こ

の

た
め
、

横
浜
の

市
街
は
中
央
大
通
り
を
は
さ
ん
で

東
の

居
留
地
、

西
の

日
本
人
街
と
の

二
つ

の

部
分
と
に
よ
っ

て

形
成
さ
れ
て

い

た
の

で

あ

る
。

言
い

換
え
る
と
、

横
浜
の

関
内
の

東
半
分
と
山
手
の

地
は
、

外
国
人
だ
け
で

構
成
さ
れ
た
市
街
地
・

住
宅
地
が
そ
こ

に

展
開
す
る
と
い

う
一

種

異
様
な
景
況
を
呈
し
て
い

た
の

で

あ
る
。

外
国
と
の
二

つ

の

約

定

「
外
国
人
居
留
地
」
は
言
う
ま
で

も
な
く
、

幕
末
期
に

結
ん
だ
開
国
通
商
条
約
の

約
束
に

し
た
が
っ

て
、

長
崎
・

神
戸
そ
の

他

の

開
港
場
・

開
市
場
に

用
意
さ
れ
た
も
の

で
、

横
浜
の

場
合
は
「
波
止
場
」
を
つ

く
っ

た
干
洲
の

岬
の

地
に

は
じ
ま
り
、

順
次

埋
立
工
事
を
お
こ

な
っ

て

拡
張
し
た
も
の

が
関
内
の

居
留
地
で

あ
る
。

居
留
地
拡
張
の

順
を
概
念
図
で

示
す
と
つ

ぎ
の

図
（
次
ペ

ー
ジ

）
の

よ
う
に

な
る
。

©神奈川県立公文書館



図
の

①
②
③
の

部
分
は
、

幕

末
文
久
の
こ

ろ
に

は
造
成
が
終

り
、

区
画
も
で

き
て
、

在
留
外

国
人
は
条
約
に

も
と
づ
い

て
一

定
の

地
代
を
支
払
っ

て

借
地
す

る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る

が
、

条
約
そ
の

も
の

は
、

あ
く

ま
で

も
基
本
を
定
め
た
も
の

で

あ
っ

て
、

土
地
の

区
分
と
か
、

借
地
希
望
者
へ

の

割
り
当
て
、

地
代
の

決
定
等
の

細
目
に
つ

い

て

は
、

現
地
の

官
憲
（
横
浜
の

場
合
は
神
奈
川
奉
行
が
各
国
領
事
）

と
協
議
し
て

決
定
す
る
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

注　A）領事館用地ア）運上所イ）港崎町①と②がOriginal Settlement,②ができたので新
旧の称が生じ「新古居留地」の称も生れた　『法規分類大全』外交門所掲図にもとづき作成

改正銅版横浜地図（明治13年）　県史編集室蔵

こ

の

よ
う
な
細
目
に

関
す
る

現
地
交
渉
の

中
で

「
横
浜
居
留
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地
覚
書
」
と
「
横
浜
居
留
地
改
造
及
競
馬
場
墓
地
等
約
書
」
の

二
つ

の

協
約
が
結
ば
れ
た
が
、

こ

れ
ら
は
、

外
国
人
居
留
地
の

町
づ
く
り
の

基
本
計

画
と
も
言
う
べ

き
内
容
を
も
つ

ば
か
り
で

な
く
、

後
の

「
横
浜
」
そ
の

も
の

の

市
街
地
形
成
の

基
礎
と
も
な
っ

て

い

る
も
の

で

あ
る
。

「
横
浜
居
留
地
覚
書
」
は
、

一

八
六
四
年
十
二

月
十
九
日
、

元
治
元
年
十
一

月
二

十
一

日
に

調
印
さ
れ
た
も
の

で
、

そ
の

内
容
は
大
岡
川
の

南
の

沼
地
（
図
の

⑤
、

吉
田
新
田
側

）
を
埋
立
て
、

各
国
の

練
兵
場
と
競
馬
場
用
地
を
つ

く
る
事
（
覚
書
第
一

）、

ま
た
大
岡
川
の

北
側
、

当
時
な
お

沼
地
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い

た
部
分
（
図
の

④
、

太
田
屋
新
田
、

い

わ
ゆ
る
関
内
側
）
を
全
部
埋
め
立
て

て

新
た
に

外
国
人
居
留
用
地
を
つ

く
る

事
（
覚
書
第
五

）

を
約
束
し
た
。

以
上
は
新
規
埋
め
立
て

に

よ
る
居
留
地
拡
張
を
約
し
た
も
の

で

あ
る
が
、

こ

の

ほ
か
に

波
止
場
・

運
上
所
の

位
置
か
ら
西
側
、

海
岸
沿
い

の
一

帯

（
図B

）
を
も
外
国
人
の

利
用
に

供
す
る
よ
う
に

定
め
た
（
第
七

）。
言
う
ま
で

も
な
く
こ

の

地
域
日
本
人
市
街
地
の
一

部
で

あ
る
か

ら
、

こ

の

計
画

を
実
行
す
る
に

は
大
規
模
な
住
民
の

立
退
き
・

移
転
が
前
提
と
な
る
。

も
っ

と
も
こ

の

全
域
を
外
国
人
の

専
用
に

供
す
る
と
い

う
わ
け
で

は
な
く
、

内
外
人
と
も
に

入
札
に

よ
っ

て

割
り
当
て

る
こ

と
に

は
な
っ

て
い

た
。

し
か
し
、

こ

の

う
ち
海
岸
側
の

部
分
は
居
留
地
に

接
続
さ
せ
て

使
用
す
る
こ

と
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い

た
か
ら
、

日
本
人
住
民
は
港
の

岸
壁
側
か
ら
は
完
全
に

閉
め
だ
さ
れ
て

し
ま
う
わ
け
で

あ
る
。

「
覚
書
」
は
右
の

よ
う
な
居
留
地
拡
張
計
画
の

ほ
か
、

外
国
人
の

天
然
痘
患
者
の

収
容
施
設
の

増
設
（
第
二

）、
墓
地
の

拡
張
（
第
三

）、
屠
殺
場
の

建
設
（
第
四

）、
弁
天
海
岸
残
余
地
の

英
米
用
地
予
定
（
第
八

）、
ク
ラ
ブ
・

ハ

ウ
ス

用
地
（
第
九

）、
日
本
人
の

食
料
品
市
場
の

開
設
（
第
十
）、
四
、

五

マ

イ
ル

の

乗
馬
道
（
根
岸
村

）
の

建
設
整
備
（
第
十
一

）、

外
国
借
地
人
の

道
路
の

整
備
・

排
水
・

清
掃
そ
の

他
の

経
費
負
担
（
第
十
三

）
な
ど
が
取
り

き
め
ら
れ
て
い

る
。

一

八
六
八
年
十
二

月
二
十
九
日
（
慶
応
二

年
十
一

月
二

十
三
日

）
の

「
横
浜
居
留
地
改
造
及
競
馬
場
墓
地
等
約
書
」
は
、

こ

の

元
治
元
年
の

「
覚
書
」

に

改
訂
を
お
こ

な
っ

た
も
の

で

あ
る
。
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